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大気汚染物質の植物に対する影響(第8報〉
環境指標林のクスノキ葉中の Pb
太田 洋本。高柳俊博*九太田立男ネ~門田正也*
Effects of Air Polluti⑬n on Some Trees Growing in 
Urba阻 Environment羽田}
Content Level詰ofPb in Cinnamoηum Camphara Sieb. 
Leaves Growing in Environmental Indicate Forest. 
日iroshiOHT A， Toshihiro T AKA YANAGI， Ritsuo OHT A， 
Masaya KADOT A 
Cont巴ntlevels of Pb in leaves (Ci河内amonumCam戸horaSi巳b.)were investigated in the 
Environmental Indicate Forest of Aichi Prefacture， and the correlation between Pb and source 
of pollutants， vegetation injury were analysed by using Principal Component Analysis method 
(1) Content levels of Pb both in washed and non.washed leaves were high in urban 
environment， and attached Pb to the leaves was an useful index of air pollution 
(2) Content levels of Pb in the leaves at th巳marginof Atsuta shrin forest located in the 
urban are旦 washigher than the inside 
(3) It seemed to b巴thatattached Pb was the index of tra伍cdata， and content levels of Pb 
in the leav巴swas the index of industrial activity by caluculation of correlation coe伍ciant，
consequently theじont巴ntlevels of Pb in the non-washed leaves was able to be estimated as the 
total pollution 
(4) It was able to estimate the content levels of Pb in leaves considering the influence from 
source of pollution by using Principal Component Analysis method. 
27 
1. まえ力、き
人間の様々な活動により，周辺の非生物的環境は汚染
されてきたが，なかでも重金属成分を中心とする難分解
性物質は環境中で残留し，長期にわたって蓄積されれる
傾向にある。このことは同位置で生息し続ける植物の生
理生態に少なからず影響を及ぼしていると考えられる。
ンチノック剤としてカソリンに添加されていた Pbは現
在製造中止されているが，移動発生源の指標の 1つとな
っている7)。又大気中の Pb化合物は粒径が小さいため，
呼吸器へ浸入しやすいなど人間にとっても問題の多い重
金属成分の lつである。
このように生物によって吸収，捕捉された汚染物質を，
生物自身が積極的に感受した時間的，空間的に平均され
た環境汚染の動態として評価するならば，瞬間的あるし、
は局所的な理化学環境測定値よりすぐれていると考へ都
市の緑地帯，街路樹帯の樹葉および土壌の金属成分につ
いて報告したり，2)，3)，4)，5)品。
近年，公害行政の浸透により，いおう酸化物などによ
る大気汚染は低減しているものの，移動発生源により生
ずる大気汚染は，それほど改善さわしておらず，例えばア
* 環境工学研究所
* * (財)日本気象協会東海本部
今回，著者らは，生物群集による環境の評価手法を更
に確立するため愛知県により環境指標林として設定され
ている社寺叢林を対象として，樹葉中に取り込まれてい
る種々の金属成分のうち Pbを測定し，環境指標林周辺
での環境汚染度の把握，横物への影響解明を統計処理法
の 1つである主成分分析法を用いて行ったので報告す
る。
2.調査方法
1)調査対象地
図11こ示す愛知県下の 6ケ所の環境指標林及びその周
辺において調査を実施した。
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環境指標林| 所 在 地
熱田神宮社叢|名古屋市熱田区新宮坂町l
鷲津砦公園及び I1 
長寿寺寺叢
緑区大高町鷲津山13
白山神社社叢 春日井市二子町2-1-2
大県神社社叢 犬山市宮山3
観音寺寺叢 東海市荒尾町仏供田45
日長神社社叢 知多市日長・森下4
図 l 調査対象地
各環境指標林内の代表的な3ヶ所のクスノキ葉を1979
年11月14日および15日に採取し，原子吸光法8)によって
Pbを測定した。
その概要を図2および以下に示す。
(1)採葉一一各指標林の採葉地点(3地点)で樹勢を代
表する樹木(クスノキ〉の南面に面した地上高約4mの
日当たりのよい数枝を枝ごと採取し，これより採業を行
っTこ。
(2)葉重測定 採葉後直ちに20枚当たりの葉重を測定
した(未水洗葉重〉。採葉した試料を 2群に分け，その一
方を水道水により指で葉面の付着物を除去後，蒸留水を
用いて水洗し，未水洗葉とともに一週間程度風乾後，そ
れぞれ20枚当りの葉重を測定した(風乾葉重〕。
(3)風乾試料の粉砕一一風乾した試料は2mmのふる
いを装備したウィレー粉砕機により粉砕した。
図2 葉中pbの調査方法
図3 葉中Pb解析のフロー
(4)風乾水分一一粉砕試料を800C2時間乾燥したものを
乾燥試料とし， 800C 2時間乾燥中に減量した分を風乾試
料水分とし，この水分と風乾葉重より乾燥葉重を算出し
Tこ。
(5)葉中Pbの分析一一葉中pbは乾燥試料を4600Cで乾
式灰化し， 1N HN03抽出，HN03-HCl混液による抽出
後，乾固， 0.02N HN03に溶解，フレーム原手吸光光度法
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によって測定した。
3.測定結果と考察
未水洗葉と水洗葉のそれぞれについて葉重，風乾葉水
分，灰分およびPb含有率.Pb含有量の各項目の分析結
果を表1および表2に示す。
次いで図3に示すフロ に従って葉中Pb量の採葉時
期，未水洗葉と水洗葉の比較，林緑と林内の比較，葉中
Pbに影響を及ぼす因子の統計処理(相関分析，主成分分
析〉による解析を行った。
1)採葉時期
都市環境下における葉中の Pbの季節変化は春季(5 
月)で4μg/g-dry，夏季の生長旺盛期(8 月)で約 6~8
μg/g-dryとなり，秋季(10月〕にはほ工横ばいになる傾
向を示したことから成長期の各種元素含有率は葉の成熟
度に応じた差を生じやすく，環境評価のための採取には
元素含有率が安定した成葉の方がよし、九今回の11月の
採葉では軽度の老化現象を伴うとはし、え成葉であるため
元素含有率も安定しており，周囲環境の指標として適当
な時期と考へられる。
2)未水洗葉と水洗葉の比較
(1)葉重は図 4に示したように，未水洗葉が水洗葉に比
べて，し、く分霊く地点聞の変動も大きL、。これは各環境
指標林の近くの環境大気の測定値(①熱田神宮ー熱田保
健所9) ②鷲津砦公園及び長寿寺一大高中学校9) ③白山
神社春日井市役所10) ④大県神社霧ヶ峰11) ⑤観音;寺
東海市役所10) ⑥日長神社 知多市役所10)を図 5に示
したように，周辺の発生源により生じた大気中の浮遊粉
じん量及びPb景が各環境指標林ごとに異っていること
が付着物(未水洗葉と水洗葉重の差〉に反映されている
と考えられる。
(2)未水洗葉と水洗葉の葉中Pbの比較により Pbの動
表 1 未水洗葉(クスノキ)の測定結果
葉 重 mg/枚 風乾葉 灰分 mg/g Pb 含有率 μg/g Pb 含有量
地 占
採取葉 風乾葉 乾燥葉 水分% 風乾葉 乾燥葉 採取葉 風乾葉 乾燥葉 μg/枚
① A-1 502 323 288 10.8 41.1 46.0 0.92 1.43 1.60 * 0.46 
A-2 485 296 262 11.6 77.4 87.6 2.38 3.88 4.40 1.15 
A-3 291 156 140 10.0 77 .6 86.3 3.41 6.35 7.08 0.99 
平 均 426 258 230 10.8 65.4 73.3 2.24 3.89 4.36 0.87 
② W-1 608 255 227 11.1 40.0 45.0 1.56 3.70 4.17 0.95 
W-2 558 272 238 12.6 69.8 79.9 2.56 5.23 5.99 1.43 
W-3 518 291 255 12.5 68.9 78.8 3.58 6.36 7.28 1.85 
平 均 561 273 240 12.1 59.6 67.9 2.57 5.10 5.51 1.41 
③ Ha-1 384 195 173 11.1 63.9 71. 9 0.72 1.42 160* 0.28 
Ha-2 385 225 200 11.3 58.7 66.2 0.83 1.42 1.60 * 0.32 
Ha-3 378 254 227 10.5 71.0 79.3 3.07 4.56 5.10 1.16 
平 均 382 225 200 11.0 64.5 72.5 1.57 2.47 2.77 0.59 
④ 0-1 365 212 192 9.5 59.8 66.0 0.84 l.45 1.60ネ 0.31 
0-2 333 187 168 10.1 56.3 62.6 0.81 1.44 1.60箪 0.27 
0-3 442 227 204 10.1 46.6 51.8 0.74 l.44 l.60 * 0.33 
平 均 380 209 188 9.9 54.2 60.1 0.80 l.44 1.60 0.30 
⑤ K-1 329 235 210 10.5 60.0 67.0 5.14 7.20 8.05 1.69 
K-2 275 165 149 10.0 48.6 54.0 3.31 5.49 6.10 0.91 
K-3 454 263 234 11.0 55.0 61. 7 3.87 6.66 7.51 1.76 
平 均 353 221 198 10.5 54.5 60.9 4.11 6.45 7.22 1.45 
⑥ 日I-l 277 180 161 10.6 70.8 79.3 0.93 l.43 1.60本 0.25 
Hi-2 325 246 217 11.8 51. 7 58.5 l.07 1.41 l.60 * 0.35 
Hi-3 425 233 209 10.3 53.4 59.5 0.79 1.44 l.60キ 0.34 
平 均 342 220 196 10.9 58.6 65.8 0.93 l.43 1.60 0.31 
全 平 均 407 234 209 10.9 59.5 66.8 2.04 3.46 3.89 0.82 
* 定量限界値
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表2 水洗葉(クスノキ)の測定結果
葉 重 mgj枚 風乾葉 灰 分 mgjg Pb 含有率μgjg Pb 含有量
地 点
採取葉 風乾葉 乾燥葉 水分% 風乾葉 乾燥葉 採取葉 風乾葉 乾燥葉 μgj枚
① A-1 502 249 223 10.4 41.2 46.0 0.71 1.43 l目60ホ 0.36 
A-2 485 231 204 11. 7 62.9 71.2 0.67 1.41 1マ60• 0.33 
A-3 291 146 132 9.8 71.4 79.2 2.35 4.65 5.18 0.68 
平 均 426 209 186 10.6 58.5 65.5 1.24 2.50 2.79 0.45 
② W-1 608 292 260 11.0 35.9 40.3 0.68 1.42 1.60 * 0.41 
W-2 558 184 161 12.4 71.8 82.0 1.58 4.80 5.48 0.88 
W-3 518 147 130 11. 7 71.6 81.0 1.82 6.38 7.24 0.94 
平 均 561 208 184 11.7 59.8 67.8 1.36 4.20 4.77 0.74 
③ Ha-1 384 205 183 10.7 67.1 75.1 0.76 1.43 1.60キ 0.29 
Ha-2 385 193 172 11.1 57.3 64.4 0.71 1.42 1.60 * 0.27 
Ha-3 378 182 162 10.9 66.1 74.1 1.91 3.96 4.45 0.72 
平 均 382 193 172 10.9 63.5 71.2 1.13 2.27 2.55 0.43 
④ 0-1 365 188 169 10.2 62.6 69.7 0.74 1.44 * 0.27 1.60 
0-2 333 174 156 10.4 55.5 62.0 0.75 1.43 1.60キ 0.25 
0-3 442 182 164 9.9 46.1 51.1 0.59 1.45 1.60 * 0.26 
平 均 380 181 163 10.2 54.7 60.9 0.69 1.44 1.60 0.26 
⑤ K-1 329 163 147 9.9 60.8 67.5 3.28 6.60 7.33 1.08 
K-2 275 164 148 9.8 57.7 64.0 2.50 4.16 4.64 0.69 
K-3 454 213 191 10.3 52.2 58.0 1.95 4.15 4.64 0.89 
平 均 353 180 162 10.0 56.9 63.2 2.58 4.97 5.54 0.89 
⑥ Hi-1 277 146 131 10.2 77.4 86.3 0.76 1.44 * 。.211.60 
Hi-2 325 195 173 11.1 60.1 67.5 0.85 1.42 1.60 * 0.28 
Hi-3 425 197 176 10.9 54.4 61.0 0.66 1.43 1.60 * 0.28 
平 均 342 179 160 10.7 64.0 71.6 0.76 1.43 1.60 0.26 
全平 均 407 192 171 10.7 59.6 66.7 1.29 2.80 3.09 0.50 
態をみると図 6のようになり，全般に業中Pb(J1g/g-
dry)は水洗葉に比べて未水洗葉に多くみられ，このよう
な傾向は人為活動の激しい熱田神宮，観音寺で著しく，
大県神社，日長神社ではほとんど差は認められなかった。
即私大県神社，日長神社の水洗葉中の Pb含有率(1.6
μg/g-dry以下〕は当該環境指標林における自然含有率
とみることができる。又この値を基準にすることにより
汚染度の比較(大県神社に対する〕ができる。
(3)葉面付着物中の Pb(J1g/g-dry) (付着Pb)と水洗葉
中の Pb(J1g/g-dry)の相関係数は0.79(n= 6 )と比較
的高く，移動発生源より生じた浮遊粉じん，桜下ばL、じ
ん中の Pbが「付着 PbJとして葉面あるいは土壌表面に
蓄積し，葉あるいは根からとり込まれて葉中の Pb量に
影響を与えていると考えられる。
(4)葉中 Pbの量は各指標林間に差がみられるが，この
含有率をPb影響の点から文献値山，叫川と比較してみる
と，葉重変化にはあらわれていず，この程度の含有率で
* 定量限界値
は植物に対して影響がなし、とみてもよいだろう。
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3)林縁と林内の比較
著者の太田，門田は1974年クスノキを含む数種類の樹
木について葉中金属元素を熱田神宮を中心とする都市の
緑地帯について報告2)3)4)した。今回の採取地点はこれら
の資料を参考に比較しやすい位置で林緑から林内にかけ
て採葉を行い，結果を表3にまとめた。
表 3 葉及び土壌中のPb
μg/g 乾燥
~点 A-1 A-2 A-3 
A3 A4 A7 
業面付着Pb 1979.11 2.8 1.9 
葉中Pb
1979.11 l.6 1.6 5.2 
1974.10 3.7 4.6 8.5 
o cm1974.10 45 31 63 
土壌中Pb
30cm か 19 19 54 
ネ 1 1974.10の側定値3)6)
* 2 A3. A4. A7. 1文献3)6)による地点
本調査による昭和54年1孔l月の葉中 Pbの値は昭和4羽9年
l叩0月の値
j濃農度の経年変化についても同様に{低底下していること泊か斗
ら弘'近年の Pb汚染は低減してきているといえよう。ス道
路に近Lレ、 A-3 (A7ρ)では'森の中J心L、に位置する A一2(A斗)
に比へて葉中 Pb濃度は高くし，葉面付着物につLレ、ても.ほ
ほ同様な傾向がみられた。更に，樹木に関係の大きい土
壌の Pb濃度6)をみると，表土では中心部が低く，道路付
近でやや高いが，下層土 (30cm)では明らかに道路付近
が高くなっている。.ePち土壌では林内では表土と下層土
のPb濃度にかなりの差がみられるのに対し，林縁の道路
付近では表土と下層土の Pb濃度にほとんと差が認めら
れない状態である。
これらのことより，林内に比べて移動発生源に近い林
緑では，葉面付着物，葉中および土壌中の Pb濃度が高い
ことから発生源より生じた Pbは葉面あるいは土壌を径
由して葉中へ移行しており，葉中 Pbが周囲環境汚染な
指標として利用しうることが判った。
4)葉中 pbに影響を及ほす因子について。
事業所.自動車より発生した Pbは大気中あるいは土
壌中の Pbに影響を及ぼしこれが葉中の濃度を支配し
ていると考えられる。
各因子の相関係数 (n=6)を調べ，葉中 Pbの実態把
握のための影響を図 7に示す。
発生源データ
環境濃度データ 074' 1056 IO.s3ネ
植生調査データ
* 有意水準 10・ん
図 7 葉中Pbと影響を及ぼす因子との相関
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(1)付着Pbは発生源のうち交通量と相関がみられ (r=
0.78)，更に葉中 Pbとも相関性がみられることから(rニ
0.79)，自動車を中心として発生した Pbは付着 Pbとし
て葉面へ移行し，あるいは土壌表面へ降下して根より葉
中へとり込まれていくと考えられる。
(2)付着 Pbは目視による傾生調査データである樹木活
力度と相関がみられるが(r=0.75)，この樹木活力度の項
目の中には粉じんの付着物が含まれていることから，付
着Pbが樹木活力度と相関性を有する可能性があること
は充分予想されることである。
(3)葉中 Pbは樹木活力度と相関性を示しているが (r=
0.83)，植物体中の Pbの自然含有率について熊沢らl
野菜でで、平均4.0伽μg/匁g一dry(りl. 7~1叩0.9旬μg/ほg-d合ry) ， 牧草，
飼料作物でl.4μg/g-dry(0.6~3.6μg/g-dry) としてお
り，今囲の平均含有率3.l，ug/g.dry( 1. 6~5. 54μg/g-dry) 
はこれらの値と同程度となったことから，クスノキの葉
表4 数値解析に用いたチータ
中Pbのみによって被害が生じているとは考えられず，
他の複合的要因との相乗効果により，樹木活力度に影響
がみられたものと考えられる。
(4)葉中 Pbは企業規模と相関性がみられる (r二 0.75)。
前述のように付着 Pbは交通量(自動車)の指標となるこ
とから，未水洗葉(葉中 Pb+付着 Pb)を分析すること
によって Pb汚染の総合的な評価が可能となろう。又，排
出された重金属などは土壌へ降下し，一部は降水によっ
て流出するものの，大部分は残留しており， これらは葉
中へ移行していると考えられるため，今後は土壌中での
挙動の把握が望まれる。 方，葉中 Pbは成長量の目安と
しての葉重と相関性がみられないが，上述の自然含有率
とほぼ同程度であることから， Pbによる生理障害は生
じていない。
(5)周辺の Pb濃度(周辺 Pb)は，交通量などの発生源
データ，葉中 Pb，付着 Pbとそれぞれ相関性がみられな
じご:
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
葉重 葉中Pb 付着Pb 灰分 周辺Pb 交通量 樹木活力度 * 
t1g/枚 dryμg/g-dry μg/g-dry ~g/g-dry (印~52年平均) 台km/Iヨ 51，53年平均
事業所 企業規模
X 103 
μg/m3 
4 大県神社 163 l.60 0.00 60.9 0.014 7，700 l.05 3 15.7 
3 白山神社 172 2.55 0.22 7l.2 0.13 24，000 1.03 25 18.4 
1熱田神宮 186 2.79 l.57 65.5 0.12 72，000 1.72 160 15.6 
2 鷲津砦公園，長寿寺 184 4.77 1.04 67.8 0.14 35，000 2.19 24 14.6 
5 観音寺 162 5.54 l.68 63.2 0.014 29，000 2.36 4 87.5 
6 日長神社 160 1.60 。 71.6 0.42 6，600 1.71 2 l.4 
平 金勾 171.2 3.14 0.75 66.7 0.14 29，050 1.677 36.3 25.53 
偏 差 11.5 l.65 0.78 4.31 0.149 23，939 0.556 6l.5 30.95 
」
表 5 相関マトリックス
????? ?
? ??????
ト¥l 2 3 4 5 6 7 8 9 * 葉重 葉中Pb 付着Pb 灰分 周辺Pb 交通量 樹木活力度 事業所 企業規模(50~52平均) (51，53平均)
1 葉重 l.000 0.242 0.479 0.100 - 0.146 0.825 0.162 0.741 0.288 
2 葉中Pb 0.242 1.000 0.785 - 0.210 0.429 0.329 0.819 - 0.059 0.747 
3 付着Pb 0.479 0.785 1.000 0.336 0.421 0.778 0.744 0.520 0.628 
4 灰分 0.100 0.210 0.336 l.000 0.787 0.104 0.083 - 0.056 0.466 
5 周j互Pb - 0.146 0.429 0.421 0.787 1.000 0.247 0.019 - 0.081 - 0.567 
6 プ3亡匂IワEミζEι孟i 0.825 0.329 0.778 0.104 0.247 l.000 0.312 0.921 0.079 
7 樹木活力度 0.162 0.819 0.744 0.083 0.019 0.312 l.000 0.023 0.538 
8 事務所 0.741 0.059 0.520 - 0.056 0.081 0.921 0.023 1.000 - 0.195 
9 企業規模 - 0.288 0.747 0.628 0.466 0.567 0.079 0.538 0.195 l.000 
生産額企業規模二五生旦旦
事業所
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負の相関性がみられることから「企業規模」とした。こ
れらのこ成分に要約される割合は，前述の累積寄与率に
みられる74%となる。
又，各地点の葉中 Pbの総合主成分値〔スコア〉を図 9
に示す。
これより葉中 Pb調査をとおして各環境指標林の特性
をみると，臨海工業地帯に近い観音寺では移動発生源と，
大規模の固定発生源による影響が依然として強く，都心
部の熱田神宮では。移動発生源と小規模の回定発生源で
ある事業所による影響がみられる。
移動発生源による汚染を各環境指標林につレてみると
大気汚染物質の植物に対する影響(第8報)
し、。
昭和50~52年度の環境指標林周辺の環境大気中の浮遊
粉じん中に含まれる Pb濃度以g/rn')は図5で示したよ
うに日長神社附近で0.4μg/rn'と最も高く，大県神社附近
では0.014μg/m'と{尽く，他の地点ではほぼo.1fLg/rn'程
度である。ところがこれらは愛知県報告'0)ではハイ示リ
ウム aエアサンプラーによる 1日の値を測定したもので
あり，又名古屋市報告9)では同じハイポリウム・エアサン
プラ による測定値からであるが，この測定値の年平均
値であるなと，得られたデ タの質が異なるものがあり，
一様な比較は困難なことがあげられる。
主成分分析結果
MfTミ二三空 有 卜 因 子 負 荷 量国 " ク ノレ第 1主成分 第 2主成分 第 1主成分 第 2主成分
1 莱重 0.263 0.465 0.531 - 0.746 
2 付着Pb 0.398 0.239 0.803 0.383 
3 付着pb 0.485 0.017 0.980 0.027 
4 灰分 0.216 0.263 0.436 0.422 
5 周辺Pb(50~52 千均) 0.281 - 0.220 0.568 0.354 
6 交通量 0.380 0.387 0.768 0.621 
7 樹木活力度(51，53平均) 0.335 0.146 0.676 0.235 
8 事務所 0.246 0.492 0.496 0.790 
9 企業規模* 0.308 0.441 。♂622 0.708 
表 5
仲一生産額ノ入業規快ー
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又昭和46~52年度の環境大気中の Pb 濃度の経年変化
をみると，昭和50年前後に到って低 Fしているのがみら
れ， この原因として燃料ガソリンに添加するアンチノッ
ク剤(四エノレチ鉛)の使用停止，公害防止対策の改善に
伴なう浮遊粒子状物質の排出減少，オイノレショックなど
による企業活動の低下があげられる。
5)主成分分析法(多変量解析法)を用いた環境評価
葉中Pb及びこれに影響を与える因子について，多変
量解析法の 1つである主成分分析法凶を用いて相互聞の
関係を求め，数値解析に用いたデータを表4に，相関マ
トリックスを表5に，そして，主成分分析結果を表6に
示す。
葉中 Pbの解析には(1)葉， (2)葉中 Pb，(3)付着 Pb，(4)灰
分， (5)周辺 Pb，(6)交通量， (7)樹木活力度， (8)事業所およ
び(9)企業規模(生産額/事業所〕の 9項目を用いた。
これらの主成分分析に基づく累積寄与率は第 1，第2
主成分の合計 (Z，十Z，)で全体の74%が要約される。
次に，主成分の示す意味を理解するために，各項の Z"
Z2に対する因子負荷量を図8に示し， Z" Z，のそれぞれの
推定を行うと， Z，は付着 Pb，交通量，葉中 Pb(水洗葉〕
などと高い相関性がみられることから「移動発生源によ
る汚染」とし， Z2は企業規模と正の相関性が，事業所とは
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観音寺>熱田神宮>鷲津砦公園及び長寿寺>白山神社>
大県神社>日長神社のJI顕になった。これら主成分分析の
総合主成分(スコア〕により，各地点の発生源の影響を
考慮した評価が行えることが芋IJっtc_o
4. まとめ
環境から能動的にとりこまれた愛知県下の 6ケ所の環
境指標林のクスノキ葉中の Pbを測定し，多変量解析法
の 1つで、ある主成分分析法を用いて解析し，次の結果を
得た。
1)未水洗葉と水洗葉中の Pb含有率，含有量の比較に
より，付着 Pbは各環境指標林地域の大気汚染度の指標
となり，発生源より生じた汚染物質 (Pb)は土壌あるい
は葉面の付着物より移行し葉中 Pbの増加に寄与して
いることが考へられる。
2)都心部の熱田神宮では林縁から林内にかけての葉中
Pbは同位置にある昭和49年採取試料と比較して，低減
していることが判った。又林縁の葉中 Pbは林内に比べ
て高く，土壌濃度を含めてみると，下層土では明らかに
林縁で高くなっていることから，発生源より生じた Pb
は葉面あるいは土壌を経由して葉中へ移行するものと考
へ，葉中 Pbを周囲環境汚染の指標として利用すること
泊Lで、きる。
3)葉中 PbIこ影響を及ぼす因子解析によると，付着 Pb
は交通量の指標となり，葉中 Pbは産業活動の指標とな
る。
故に未水洗葉(付着 Pb+葉中 Pb)を用いた Pb分析値
は発生源の総合的な値として評価することができる。
4)多変量解析法の 1つである主成分分析法を用いて得
られる総合主成分値(スコア〕により，各地点での発生
源の影響を考慮した評価が行える。
5)今回測定した葉中 Pbのデータの範囲内では樹木に
被害を引き起こしている可能性は小さいが，葉中 Pb.付
着 Pbは複合的な汚染の lっとして樹木に作用し，樹木
活力度などの目視による観測結果に影響が反映している
ものと考へられる。
これは樹木活力度が複合汚染の指標として感度の良い
ことを示している。実際に周囲環境にはPb以外にも数
多くの重金属などの汚染質が混入しているため，葉中の
他の金属成分についての含有率，含有量，土壌中のこれ
らの含有率，含有量，さらに，その他の環境因子の把握
により， 目視観測結果の裏付け，あるいは難分解性物質
の循環機構の解明が進むことが望まれる。
終りにのぞみ，本研究を行うにあたり御便宜を賜わっ
た愛知県農地林務部自然保護課ならびに試料の採取，分
析に協力された応用化学科学生の鈴木哲之，鈴木幹1也
竹原均君に深く謝意、を表する。
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